
防 虫 科 学 第 39 巻-ⅠⅠⅠ

35

林

林

林

杯

林

報

)

)

)

)

)

3

4

5

6

7

(1973).

晃史,長谷川 思 :防虫科学,38,155(1973).
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Summ8ry

Thehousemeswerecollectedfrom 16places

inTndoncsiaandtheirresistancelevelstoDDT,

Lindane,malathion,diazir10n,DDVP,Baytex,

sumithion,pyrethrins,andallethrinwereevalua･

ted.ItwasroundthatmanyllOuSerlycolonies

jnIndonesiashowedhighersusceptibilitytothese

insecticidesthantheTakatsukistrain,espesially

themescollected inAmbon,Celebes,Flores,

Bali,TimorandLombokwere-oundtobellighly

susccptlblcfor9.1nSeCt'lCides.

A tcw samplesof川csfrom Indonesiashowed

toler.TnttOSumhhion,especial一yhighLD60Values

wcrcobtainedintheflicsfromJava(Kcbayoran

Baru)ofNo.4(0.6156/'g),Java(JakartaCity)

ofNo.3(0.5601FLg),SumatraKabanjahe(0･4358

FLg)andJava (Jakarta)ofNo.2(0･4077FLg)･

TheseLD valuesweremuchhigherthanthe

LD60ValueofO･088FLgObtainedinthefliesfrom

theTakatsukistrain(Japan).

TheRe8istarLtLe▼eloftheLarvaeofPaleIIouBeAIosquito.CUTER pz'pE'enBPatlenB

CoquilletttoSevemlSyntheticlnsecticideslinAmagaSakiCity. SatoruMuK̂Il),Keiichiro

SoGOl)andAkifumiHAyAsflI2)(AmagasakiOilChemicalCo.,Ltd.I)也 DepartmentofMedical

Zoology,FacultyofMedicine,TokyoMedical& DentalUnivcrsity2))RcccivcdMay15.1974.

Botyu･Kagaku,39,91,1974.(withEnglishSammary93)

19. 尼崎市 におけるアカイエ カ幼虫 の殺虫 剤感受性 について 向 晩 lI, 十河.iit一郎l).

林 見史2)(尼崎油化株式会社1),東京医科郎 斗大学医学部医動物学故押 )) 49.5.15受FP.
尼崎市内の6カ所からアカイエカを採岱し, 幼虫の殺虫剤感受性を調光t.,T=机A!.DowC0-214>

Baytex>Nankor>sumithion>diazinon>DDVPの恥 こ机下することが明らかになった. 蕊

た.Baytexは最 も効果的であるが御所系統と比較した場合. 致い蛇抗仕 をtSつことが判った. し

かし. 実用効果は古く悶血はない. 地域的には小申白地城が閃悦であるので納税した.q光が必要で

ある.

放近のイエバエの殺虫剤に対する感受性に関する調

禿研究は林 (1973)によってまとめられている.アカ

イエカに関する羽衣研死 もす くなくないが,叔近のデ

ータはす くない.

巧者らは.鈴木 (1968)2)が兵印県下某市内のアカ

イエカ幼虫が有機燐剤に対して強い抵抗性を持つこと

を和/Bしたが,その後の状況が不明であるので追跡調

Tfを行ない,知見を得たので報告する.

本文に入るに際し,御田導いた1='いた大阪府立公衆

稚生研兜所の武術和雄将士.煎訳灰和 郎 1火学田学部

教授加納六郎h9｣:に御礼申し上げる.また,火映村村

の入手に柾々抑支損ないT=だいた尼崎了IJ網LLi用のLLn

恒男係長に謝忍を滋する.

実験材料および方法

供試昆虫 :実験に班17]したアカイエカCuZex〆〆ens

♪aLLensCoquillettの幼虫は次の地域で卵塊を採輯し,

研究室に持帰り押化せしめた個体群である.

1.尼崎市小巾t:i(嗣和48咋7月10日採舛)

2. 〝 久々知 (昭和48年8月4日採袋)

3. 〝 来宮松 (昭和48年7月13日採袋)

4. 〝南七松町 (昭和48年8月4日採岱)

5. 〝武任之荘 (昭和48年7月13日採袋)

6. 〝 稲粟荘 (昭和48咋8月4日採袋)

なお,感受性の比較のために御所系を用いた.この

系統は大阪府立公衆網生研兜所で井iLt飼円されていろ

感受性:系統であろ.桝.VMlはいずれ も3齢後Jg]ないし

4齢初期の純金でそろった偶作trfをFrJいた.

供拭薬剤 :火映に班FT]した殺虫剤は Baytex(純度

97.5%),DDVP (純度 97.3%).diazinon (純度

99.6%),sumithion(純度 98.67%),Nankor(柿

度 99.3%)および Dowc0-214 (純度 99.5%)の6

種類である.

実験方法 :実験は WHOの定める蚊幼虫抵抗性試

験法に従って実施した.方法は直径 9cmx高さ6cm

の腰高シャーレに蒸留水 200mLを入れ, 殺虫剤原体
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をエチルアルコールで所定濃度に稀釈した溶紋を1.0

mJあて加え,これに供試虫50匹を放ち,24時間後の

致死虫数を観察した.実験回数は1薬剤で8から9浪

皮区を設け,2述区制で2回反駁実施した.

実験結果および考察

本実験で感受性系統として用いた御所系は殺虫剤が

ほとんど散布されたことのない地域で採処され 累代

飼汚された系統である.この系統の薬剤感受性につい

てまとめると表1の如くである.

LCBD伯は Dowc0-214,Baytexr,Nankor,sumi-

thion,diazinonおよび DDVPの唄に大きく,感受

性は低下し丁こ.DDVPの殺虫力がイエバエなどの場

合と比較し.Nankorなどより劣ることは興味ぶかい.

尼崎地域におけるアカイエカ幼虫の殺虫剤に対すろ感

受性の幌向は表2に記碗した如くである.

全般的な傾向は Dowc?-214>Nankor>Baytex

>diazinon>sumithion>DDVPの唄に低下する.

現在,共用化されている殺虫剤では Baytex,Nankor

が戊も効架的であることが明らかになった.また,そ

れぞれの殺山剤に対する系統間での感受性の差掛 こつ

いてまとめると次の如くである.

Baytcxでは南七松,稲fJS荘.久々知,武雄之荘,

朔Ei松,小巾缶の収に感受性が低下した.南七松

(0.0347ppm)は御所系に比較して9.6胤 小中島

(0.0692ppm)は19.2倍で極めて強い抵抗性を持つこ

とが明らかになった.

これらの結果は鈴木 (1968)2)の燐剤抵抗性のNA

コロニー(0.050ppm)と感受性のHIコロニー(0.0021

ppm)の比牧で23.8倍という報告がなされているが,

この当時と比較してほとんど差只がない.したがって,

1968年以降は Baytexに閃すろかぎり延抗性は発達

していないといえる.

実験に用いた殺虫剤のなかではBaytexが奴も強い

殺虫力を持つが,系統間での差異が孤著であった.

DDVPでは南七松,東富松,小巾払 武郎之托,

稲築荘,久 知々の順に感受性は低下した.御所系と比

較した場合,最も感受性の低い久 知々 (0.364ppm)

は6.1倍で耐性がついたものといえる.鈴木 く1968)

のNAコロニーとHIコロニーの結果とほとんど同相

皮である.

Diazinonでは,いずれも同程度で系統閲のZ!矧 ま

小さかった.また,位も感受性の低い小申出 (0･121

ppm)においても御所系の約3倍で抵抗性が発述した

とは考えられない.安富 (1974)3) は尼崎市内で採処
したなかで,0.051ppmから0.98ppmと感受性がWI

著に異なったことを報告している.鈴木 (1968)の成

約と今回の著者らの結果がほぼ同じであることから.

1968年以来,抵抗性の発達は鎖著でなかったといえる･

sumithionについてもdiazinonと同様な似向で,

Table1. LC5.Valuesof6InsecticidestoGosestrainofthePale

housemosquitolarvae.

Insecticides Y==a+b(Ⅹ一文) n x2 LCC.(ppm)

Baytex
DDVP

Diazinon

Sumithion
Nankor

Dowc0-214

Y-5.1113+2.8628

Y-4.9042+3.4712

Y==5.0838十4.4719
Y-5.0724+3.5706

Y==5.0482+3.6261
Y-5.2338+1.9450

(Ⅹ-0.5614)

(Ⅹ-1.7315)
(Ⅹ-1.6200)

(Ⅹ-1.3589)
(X-1.1215)
(Ⅹ-0.4654)

4 3.7050 0.0036
2 2.1940 0.0589

2 1.5140 0.0408
5 4.2692 .0.0230

2 0.2022 0.0129

3 3.7615 0.0022

Table2. LCoovaluesoi6Insecticidesto7coloniesofthePalehousemosquito

laryaecollectedinAmagasakiCity(ppm).

Colonyname Baytex DDVP Diazinon Sumithion Nankor Dowc0-214

Inabaso

Higashitomatsu
Konakashima(1972)

(1973)
Kukuchi

Mukonoso

Minaminanamatsu(1968)
(1973)

Gose

0.0372 0.258 0.0677

0.0661 0.178 0.0617
0.040 0.180 0.074
0.0692 0.182 0.121
0.0399 0.364 0.0795

0.0399 0.159 0.0677
0.0433 0.167 0.0681
0.0347 0.174 0.0832

0.0036 0.0589 0.0408

0.0550 0.0364

0.鵬77 0.0502
0.054 0.026
0.0871 0.0646
0.0852 0.0310

0.055 0.0332

0.105 0.0673
0.0563 0.0264

0.0230 0.0129

5
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7

2
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虫も感受性の低い小申応 (0.087ppm)でも御所系の

約3.9IH･で拡抗性の発逆は認められない.

Nankorの場合は小小t:さく0.0646ppm)が御所系

の約5m･で耐 性がついたものといえろ.Dowc0-214

では範系統とも御所系と比柁して約3Lt;T･rJI.皮放く.刺

性がつきつつあるものといA.ち. この場合,Dowc0-

214が火際に班mされていないので交差耐性と考えら

れる.

以上,尼崎市内で採蛸された6系統の問の感受性の

差異は殺虫剤によって異なるが,小中島はいずれの殺

虫剤に対しても強 く抵抗性系統といえる.また,而七

松は尼崎市内では感受性系統といえる.また,丙七松

は1968年の調査結果と今回の結果のあいだには大きな

変化がみられない.小中島は杓 強々 くなる傾向がある.

今後,小巾か 出城で殺虫剤の散布に際しては林.加納

(1974)日が示唆した如く,殺虫剤L.R布前後に'.W正を行

ない殺虫剤の選択を行なう必要があろう.

文 献

1)林 見史,加納六郎 :術生動物,24,281(1974).

2)鈴木 狂 :符生動物.19,98(1968).

3)安田和田 :術生動物,21,282(1974).

Summary

ThcPalehousemosquitoswerecoltcctcdfrom6

placesinAmagasakiCity,andtheirrcsistancc

levelstoDowco1214,Nankor,Baytex,diazinon,

sumittlionandDDVPwereevaluatedbyWHO

testmethod.

TheLCo｡valuesof6coloniesoftllepalel10uSe

mosquitoscollectedjnAmagasakiCityareshown

inTable2andmaybedividedintofour~groups

asfollowsindesendingorder:1)Dowc0-2142)

Baytex,Nankor3)sumithion,daiazinonand4)

DDVPwasmostinferiortoabovechemicals.

Allcoloniesofthepalehousemosquitolarvaein

AmagasakiCitywereresistanttoBaytex･The

LCBOValuesforBaytex ofMinaminanatsumatsu

(0.0347ppm).Konakashima(0.0692ppm)were

higherthanthevalueoltheGoscstrain(0･0036

ppm).

TheScaleasaFactorlrLducing MAle'SCopuhtlonAttemptlntllePotzLtOTtlberMoth.
PhthorLmaeaoperczLtetta(Lepidoptera･.GeIechiidaeJ.Tomoh'lrO ONO (LaboratoryofApptied

EntomologyandNematology,FacultyofAgriculture.NagoyaUniversity.Chikusa･ku,Nagoya,

Japan)ReceivedMay20,1974.Botyu.Kagaku,39,93.1974.

20. ジ ャガイモガの交尾行動における紙粉の役割 小野ク州 i(名試用大学皿学部tifdl学敦宴,名

古屋市千種区不老町) 49.5.20受理

ジャガイモガの雄は.雌に対する以外にも交Fiを試みることがある. そこで. この行動をひき起

こす刺掛 まいかなるものであるのかについて. 粒々のモデルを用いて検討を行なった. その結果.

鱗粉が3E変な役制を拭じていることが明らかとなり, その刺激の種類は, 接触に伴なう物理的な刺

激と考えられた.

Itiswellknownthatmanykindsofstimuli

takepartinsuccessivechainsoimatingbeha･

viorin insects.Amongothers,therearethe

stimuliwhich induceinmalesthecopulation

trialwithsomeobject.Insomeinsects,jtwas

observedthatpheromone･stimulatedmatesattcm･

ptedcopulationbythevisualstimulievenwith

clayorpapermodclsl,2). Theprcscntexperiment

wascarriedoutirLOrdertofind outwhatkind

ofstimuliact.lSarCIcascrforcopulationattempt

inmalenlOtholthepotatotubermoth,PltEho･

rfmacao♪crcwtctla.

Experimental

TheinsectsusedwererearedorlPOtatOttlber

at25oCand16hrpllOtOphase.Theobservations

wereheldinglasshouse(160×160×220cm)ven･

tHatedconstantlyandcontrolled .lt15to25°C
undercontinuouslight.Malesoflivedaysold

wcrcrclcasc(Iintotheglasshouseeverydayto

kccpfiftyOrmoremalesthroughouttheperiod

orcxpcriments.

Inadditiontothedriedspccimcnsoffemale

andmalemothsofP.o♪ercutclla,variouskinds

olmodelswereprepared byusing therolled
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